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京都第二外
環状道路

京都第二外環状道路
位置図
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Ⅲ．駅勢圏の拡大による公共交通利用促進
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１．ＰｉＴａＰａ（ＩＣカード決済サービス）

・ポストペイ（後払い）方式によるICカード決済

・利用実績に応じた割引制度の導入

・物販加盟店舗（小売、飲食など）での小額決済サービス

・IC定期券の導入
2006年7月～ 阪急電鉄、阪神電気鉄道、能勢電鉄、北大阪急行電鉄

2007年4月～ 南海電気鉄道、泉北高速鉄道

PiTaPa会員数 約647,000人

ＨＡＮＡ ＰＬＵＳ PiTaPa［阪急］約162,000人

ＣｏＣｏＮｅｔ PiTaPa［阪神］ 約32,000人

PiTaPaの特徴

ＩＣカード利用状況

［参考］ＨＡＮＡＰＬＵＳカード会員数 約212,000人

◇PiTaPa導入時期

2004年 8月

阪急電鉄、能勢電鉄、京阪電気鉄道

2006年 1月

PiTaPaとICOCA（JR西日本）の相互利用開始

2006年 2月

阪神、大阪市交通局(地下鉄・バス)、北大阪急行電鉄、

阪急バス（営業所ごとに順次拡大)、大阪高速鉄道、他

2006年 7月

南海電気鉄道、山陽電気鉄道、神戸高速鉄道、

神戸新交通、泉北高速鉄道

2006年10月

神戸市交通局（地下鉄）、北神急行電鉄

2007年4月1日

近畿日本鉄道、神戸電鉄、京都市交通局（地下鉄）、

奈良交通、他

１日のIC入場者数
（カッコ内 改札通過人数に対する比率 （ＰｉＴａＰａ以外を含む）)

阪急電鉄 約187,000人 (13.2％)
阪神電気鉄道 約 50,000人 (12.4％)

（2007年3月末現在)
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1992年 阪急電鉄がラガールスルーを導入

1994年 能勢電鉄（パストラルスルー）との共通化（日本初）

1996年 ｢スルッとＫＡＮＳＡＩ｣としてスタート
関西５社局で共通化（阪急・阪神・北急・能勢・大阪市交通局）

2003年 鉄道・バス42社局に拡大
鉄道815駅・バス10,155停留所（2007年3月末 ）

2004年 ICカード決済サービス「PiTaPa」スタート（8月1日）
阪急・能勢・京阪の３社

2006年 ICOCA（JR西日本）との相互利用開始（1月21日）

2007年 鉄道・バス26社局に拡大
鉄道909駅・バス約9,200停留所（2007年4月）

［スルッとKANSAIのサービス内容］

スルッとKANSAIとPiTaPaについて
スルッとKANSAI協議会
プリペイドカード｢スルッとＫＡＮＳＡＩ｣を運営する任意団体で､関西をはじめとする50以上の
鉄道･バス社局で構成される。｢スルッとＫＡＮＳＡＩ｣全線乗り放題チケットの発行やオリジナル
グッズの発売、資材の共同購入、PiTaPaの導入等､増収策､経費節減策を企画､実施。

磁気カード（スルッとKANSAI）

ICカード（PiTaPa＝Ｐｏｓｔｐａｙ ＩＣ ｆｏｒ “Ｔｏｕｃｈ ａｎｄ Ｐａｙ”）
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バスネットワーク（北摂地域）

凡例

阪急電鉄線

北大阪急行線

阪急バス路線

鉄道駅への端末交通として、
バスネットワークが毛細血管の
ように張り巡らされている。


